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Ｑ　

土
木
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
分
担
金
徴
収
に
つ
い
て

内
容
及
び
受
益
者
は
ど
れ
だ

け
か
。

Ａ　

市
橋
赤
坂
用
水
堰
の
塗
装

及
び
シ
リ
ン
ダ
ー
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
。
受
益
者
は
片

山
南
・
市
橋
地
区
の
東
川
両

岸
の
水
田
面
積
１
、
０
６
０

ア
ー
ル
の　

人
、
総
事
業
費

６５

は　

万
円
で
、
賦
課
徴
収
は

８２６

　

％
の　

万
円
。

４０

３３０

Ｑ　

道
の
駅
調
査
設
計
委
託
料

１
、
９
７
０
万
の
内
訳
は
。

Ａ　

道
の
駅
２
万
㎡
の
う
ち
町

は
１
４
、
６
６
０
㎡
造
成
、

土
質
調
査
２
箇
所
、
調
整
池
、

排
水
、
緑
地
の
実
施
設
計
と

各
種
協
議
書
類
の
作
成
。

（
今
回
は
建
築
物
の
設
計
は

含
ま
れ
て
い
な
い
）

　
　

残
り
は
県
が
北
側
と
西
側

の
道
路
の
取
り
付
け
道
路
分

と
駐
車
場
な
ど
５
、３
４
０
㎡

の
路
線
測
量
全
体
と
平
板
測

量
の
修
正
を
行
う
。

Ｑ　
（
仮
称
）梅
谷
ト
ン
ネ
ル
は

い
つ
開
通
す
る
の
か
。

Ａ　

平
成　

年
５
月
の
開
通
を

２２

め
ざ
し
て
い
る
。
遅
れ
て
い

る
梅
谷
側
も
新
年
度
に
は
着

工
さ
れ
る
。

 
要
望 　

温
泉
の
周
辺
も
含
め

て
点
と
し
て
の
道
の
駅
で
は

な
く
、
池
田
町
全
体
の
大
き

な
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た

い
。

Ｑ　

水
曜
日
休
み
の
池
田
温
泉

新
館
の
看
板
が
、
本
館
が
営

業
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
『
本
日
休
業
日
』
の
文
字

が
目
立
ち
、
温
泉
に
入
れ
な

い
と
勘
違
い
し
て
帰
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
本
館
は
営

業
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
看

板
に
す
べ
き
。

Ａ　

以
前
か
ら
わ
か
り
づ
ら
い

と
い
う
指
摘
を
受
け
て
い
た
。

本
館
は
営
業
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
早
速
改
善
す

る
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
垂
井
駅
と
養
老
鉄
道

池
野
駅
間
で
池
田
温
泉
や
霞

間
ヶ
渓
を
経
由
し
て
さ
わ
や

か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
た
。
今
回
霞
間
ヶ
渓
に
臨

時
足
湯
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
が

ど
れ
く
ら
い
利
用
さ
れ
た
か
。

Ａ　

全
体
で
１
５
３
０
人
参
加
、

池
田
温
泉
に
は　

人
、
足
湯

３００

は　

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

１３０
池
野
駅
で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら

養
老
鉄
道
の
利
用
促
進
や
町

の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　
 
管  
渠 
工
事
に
上
水
道
の
補

か
ん 
き
ょ

償
金
が
１
０
８
０
万
円
あ
る

が
、
水
道
の
切
り
回
し
関
係

か
。

Ａ　

３
つ
の
工
区
で
約　

ｍ
の

２５０

仮
給
水
工
事
を
行
う
も
の
。

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

付託案件
平
成　

年
度
補
正
予
算
関
係

１９

◎
一
般
会
計

◎
南
部
簡
易
水
道

◎
公
共
下
水
道

◎
水
道
事
業
会
計

主
な
審
査
の
内
容

この看板を見たら本館が営業しているとは思えない

さわやかウォーキング（１１／２３　霞間ヶ渓）


